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2023 年度全国総会プログラム

【全国支部連絡会】
司　　　　　　　　会　...........................................................　副　 会 　長. 吉　池　富士夫
開　　会　　挨　　拶　...........................................................　会　　　　長. 加　藤　善次郎
　「報告事項」
　各委員会委員長報告
　「支部ブロック会議」
　芝浦工業大学評議員選考について

【定期総会】
日　時：2023 年 6月 10日（土）
場　所：グランドニッコー東京.台場　B1　パレロワイヤル（A/B/C）
招集対象会員数：46,014 名
開　　会　　宣　　言　...........................................................　常 任 幹 事. 村　島　充　裕
議長選出・議長挨拶　...........................................................　仮議長（会長）. 加　藤　善次郎
　「議案」
　第 1号議案　2022 年度　事業報告
　第 2号議案　2022 年度　会計報告
　第 3号議案　2022 年度　監査報告
　第 4号議案　2023 年度　事業計画（案）報告
　第 5号議案　2023 年度　予算計画（案）報告
　第 6号議案　新任幹事選出（案）の件
　第 7号議案　新任選挙管理委員推薦（案）の件

【幹事会】
開　　会　　宣　　言　...........................................................　副　 会 　長. 吉　池　富士夫
議長選出・議長挨拶　...........................................................　仮議長（会長）. 加　藤　善次郎
　「審議事項」
　新規常任幹事承認の件

【懇親会】
司会（実行委員）
実 行 委 員 長 挨 拶　.........................　実　行　委　員　長. 小　川　博　司
校 友 会 会 長 挨 拶　.........................　校　友　会　会　長. 加　藤　善次郎
来 賓 挨 拶　.........................　（学法）芝浦工業大学理事長. 鈴　見　健　夫
来 賓 挨 拶　.........................　芝浦工業大学学長. 山　田　　　純
来 賓 挨 拶　.........................　後　援　会　会　長. 佐　藤　国　広
感 謝 状 贈 呈　.........................　（学法）芝浦工業大学理事長. 鈴　見　健　夫
校 友 会 功 労 者 表 彰　.........................　校　友　会　会　長. 加　藤　善次郎
課外活動指導者功労者表彰　.........................　校　友　会　会　長. 加　藤　善次郎
優 秀 学 生 団 体 表 彰　.........................　校　友　会　会　長. 加　藤　善次郎
支 部 旗 贈 呈　.........................　校　友　会　会　長. 加　藤　善次郎
乾　　　　　　　　　　　　杯　.........................　校 友 会 副 会 長. 新　井　　　剛
ア ト ラ ク シ ョ ン　.........................　芝浦工業大学　学生アカペラサークル

大場久美子・城　みちる
歓 談 ・ 会 食
校 歌 斉 唱　.........................　常 　 任 　 幹 　 事. 進　木　正　博
閉 会 の 挨 拶　.........................　校 友 会 副 会 長. 釜　井　重　一
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2022 年度　事業報告

「運営」
　2022 年度は、3年ぶりの全国総会（全国支
部連絡会・定期総会・幹事会・懇親会）を皆様
方のご協力により開催することが出来ました。
また、校友会本部・事務局が豊洲キャンパス有
元史郎記念校友会館内に移転いたしました。新
型コロナウィルス拡散の影響で校友会活動のイ
ベントが非開催となり、支部に於かれましては
多くの支部総会がハイブリット方式や書面会議
の方式に追い込まれました。また、例年大学で
行われていた各種イベントも、限定された開催
となりました。
　大学支援につきましては、「豊洲本部棟竣工
記念」寄付、「コロナ対策学生支援プロジェク
ト」の第 2弾支援、キーウ国立大学への寄付、
その他通常の寄付など含め多くの支援を行いま
した。
1...新型コロナ禍の中、対面開催を実施した支部
へ本部役員の派遣を行い、書面開催やリモー
トでの支部総会開催支部に対して助成を実施
した。

2...若手 OBと現役学生との交流支援（若鮎ゼミ）
のテスト開催を行った。

3...校友のための実学サロンを再開校した。
4...公募制推薦入学者選抜（女子）奨学金支援を
開始した。

5...母校支援事業として教育事業後援資金を提供
した。

6...在校生主催の「大宮祭」「芝浦祭」を支援した。
7...箱根駅伝出場に向けての支援と関東学生連合
にチームメンバーとして参加した橋本章央さ
んへの支援を行った。

8...2021 年度学部卒業生全員、2022 年度新入
生全員に記念品を贈呈した。

9...資格習得講座（建築士、宅地建物取引士等）
の紹介業務を推進した。

10...本年度は就職活動が厳しい中、在校生就職
支援委員会を開催し、校友会関係企業へ紹
介を行い、最終就職率 98.9％を達成した。

「会議及び委員会」
1）.全国支部連絡会　2022 年 6月 11日（土）
　 .品川プリンスホテルアネックスタワー 5F.
午前 11時 00分～午後 12時 10分

2）.定期総会（全国総会）
　 2022 年 6月 11日（土）
　 .品川プリンスホテルアネックスタワー 5F.
午後 12時 15分～午後 13時

3）.幹事会　2022 年 6月 11日（土）
　 .品川プリンスホテルアネックスタワー 5F.
午後 13時 10分～午後 13時 20分

4）.全国総会懇親会　2022 年 6月 11日（土）
　 .品川プリンスホテルアネックスタワー 5F.
午後 13時 30分～午後 15時 30分

5）.2022 年度　常任幹事会
　 〇第 1回　.2022 年 7月 6日（水）.

ハイブリット会議にて開催
　 〇第 2回　.2022 年 12月 15日（月）.

ハイブリット会議にて開催
　 〇第 3回　.2023 年 3月 24日（金）.

ハイブリット会議にて開催
　 〇第 4回　.2023 年 5月 19日（金）.

ハイブリット会議にて開催
6）.執行役員会（年間 10回開催）
　 ・.今任期中の新規事業の内容立案
　 ・.幹事会及び常任幹事会が審議・決定すべき

基本的な運営方針と重要項目の事前審議
　 ・.全国支部連絡会の企画・運営
　 ・.幹事会及び常任幹事会にて決定した基本的

方針を具体的に執行した。
7）.総務・広報委員会（年間 5回開催）
　 ・大学との連携によるインターンシップの充実
　 ・実学サロンの企画運営
　 ・「校友会だより」の発刊
　 ・ホームページの充実
　 ・校友会事務局の職場環境の改善
8）.財務委員会（年間 8回開催）
　 ・.基本財産及び流動資産の整理、統合、管理

の徹底
　 ・.予算管理、決算書の作成
　 ・.会長諮問の「将来ビジョン検討会」を開催

し答申した。

【第 1号議案】2022 年度　事業報告
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9）.組織委員会（年間 6回開催）
　 ・.校友会会員名簿（追補版）発刊に向けての

打ち合わせ
　 ・.休眠支部・新支部立ち上げの推進
　 ・.各支部総会への参加
　 ・.海外支部活動の活性化
　 ・.若手会員の加入推進の為、「若鮎交流ゼミ」

の開催準備と試行を行なった。
10）.事業委員会（年間 8回開催）
　 ・.全国総会・懇親会及び新年賀詞交歓会の企

画・運営
　 ・.校友倶楽部の企画・運営
　 ・.資格習得講座の紹介業務拡大
11）.例規委員会（年間 3回開催）
　 ・.卒業生評議員候補者選考規則の一部改正案

作成
　 ・.若鮎交流ゼミ支援制度　ご紹介文案の確認

　 ・.経営者懇談会運営委員会規約案の確認
12）.特別委員会（年間 4回開催）
　 ・箱根駅伝出場に向けた支援及び準備
　 ・課外活動優秀団体・学生・指導者への支援
　 ・推薦入学者選抜（駅伝・女子）への支援
　 ・校友会ゴルフコンペの開催（6/12と12/4）
　 ・校友会・校友倶楽部の移設
13）.在校生就職支援委員会（年間 3回開催）
　 ・.キャリアサポート課と協業して、就職率の

アップに貢献した
　 ・.卒業生企業訪問会の企画
14）.監査役会（年間 4回開催）
　 ・業務監査　　・会計監査
　 ・外部公認会計士との話し合い
15）.支部総会の開催補助
　 ・支部総会開催リスト参照
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2022 年度　支部総会開催一覧

支部名 日時
（書面締め日含） 開催施設等 参加

人数
高 知 支 部 総 会 2022年 5月21日 書面 18
北 海 道 支 部 2022年 5月31日 書面 -
熱流体力学研究会支部 2022年 5月21日 芝浦工業大学芝浦キャンパス306教室/書面/ZOOM 44
芝浦技術士会支部 2022年 6月　4日 ZOOM 18
秋 田 支 部 2022年 7月　1日 ANAクラウンプラザホテル秋田 17
岡 山 支 部 2022年 7月24日 ピュアリティまきび 21
鹿 芝 会 支 部 2022年 7月29日 Teams/書面 23
ヨ ッ ト 部 2022年 8月27日 ZOOM 10
神 奈 川 支 部 2022年 9月　3日 ZOOM/書面 57
スキー部 OB 会支部 2022年 9月　3日 札幌プリンスホテル国際館パミール6F 17
埼 玉 支 部 2022年 10月　8日 芝浦工業大学 豊洲 キャンパス 本部棟3階 2304教室 43
多 摩 支 部 2022年 10月　8日 芝浦工業大学 豊洲 キャンパス 本部棟4階 2401教室/書面 40
静岡県同窓会支部 2022年 10月　8日 静岡第一ホテル 26
沖 縄 支 部 2022年 10月14日 書面 12
青 森 支 部 2022年 10月15日 アップルパレス青森 11
富 山 支 部 2022年 10月22日 とやま自遊館/書面 32
石 川 支 部 2022年 10月22日 ANAホリデイ・イン金沢スカイ 22
ハンドボール部 OB 会支部 2022年 10月29日 芝浦工業大学 豊洲 キャンパス 本部棟3階 2304教室/書面 57
栃 木 支 部 2022年 11月　6日 ホテルニューイタヤ 30
広 島 支 部 2022年 11月11日 広島国際ホテル 76
山 口 支 部 2022年 11月12日 セントコア山口 13
硬式野球部OB会支部 2022年 11月12日 芝浦工業大学 豊洲 キャンパス 有元史郎記念校友会館 10
英 交 会 支 部 2022年 11月12日 芝浦工業大学 豊洲 キャンパス 本部棟3階 2304教室/書面 46
茨 城 支 部 2022年 11月12日 三の丸ホテル 20
新 潟 支 部 2022年 11月19日 アートホテル新潟駅前 17
愛 媛 支 部 2022年 11月19日 ANAクラウンプラザホテル6F 日本料理「桃園」 10
岩 手 支 部 2022年 11月19日 いわて県民情報交流センター（アイーナ）817号室 6
MOT 同 窓 会 支 部 2022年 11月26日 芝浦工業大学豊洲キャンパス 本部棟3階 2302教室 19
弓道部ＯＢ会支部 2022年 11月26日 芝浦工業大学大宮キャンパス 4201教室 22
鳥 取 支 部 2022年 11月26日 のの楽/書面 23
福 島 支 部 2022年 12月　1日 書面 19
機械工学科同窓会支部 2022年 12月　1日 書面 143
黒 潮 会 支 部 2022年 12月　3日 芝浦工業大学豊洲キャンパス 本部棟3階 2305教室 8
東 京 総 支 部 2022年 12月　5日 書面 80
愛 知 支 部 2022年 12月10日 ツドイコ 名駅東 カンファレンスセンター 28
千 葉 県 支 部 2022年 12月10日 ナンハウス 千葉店 7
二部ワンダーフォー
ゲ ル 部 OB 会 支 部 2022年 12月10日 芝浦工業大学 豊洲 キャンパス 新校舎  

本部棟4階 2401教室/書面 56

宮 崎 支 部 2022年 12月26日 書面 10
長 野 支 部 2023年 1月21日 金龍飯店/書面 43
徳 島 支 部 2023年 1月27日 書面 28
宮 城 支 部 2023年 2月25日 書面 6
上 海 支 部 2023年 3月　4日 BLUE OWL 13
群 馬 支 部 2023年 3月　4日 ホテルメトロポリタン高崎/書面 66
錬 心 会 支 部 2023年 3月　4日 書面 71
アメリカンフットボ
ール部OBOG会支部 2023年 3月　5日 オンライン開催/書面 65

川 崎 市 役 所 2023年 3月　8日 書面 24
ラグビー部ＯＢ会支部 2023年 3月20日 書面 44
ギター部ＯＢ会支部 2023年 3月26日 芝浦工業大学豊洲キャンパス 有元史郎記念校友会館交流プラザ/ZOOM 45

開催支部合計：48支部　　参加総数：1,516 名
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2022 年度　収支計算書
（2022年4月1日～2023年3月31日）

（単位：円）

科　　　目 予算額 決算額 増　減
　《事業活動収支の部》

【事業活動収入】
　基本財産運用収入 0. 1,298. -1,298.
 ・基本財産利息収入 0. 1,298. -1,298.
　会費収入 82,380,000. 80,063,000. 2,317,000.
 ・正会員会費収入 78,080,000. 78,120,000. -40,000.
 　　終身会費収入ａ 0. 0. 0.
 　　終身会費収入.b 78,080,000. 78,120,000. -40,000.
 　　年会費収入 0. 0. 0.
 ・臨時会費収入 4,300,000. 1,943,000. 2,357,000.
 　　全国総会会費収入 4,000,000. 1,943,000. 2,057,000.
 　　新年交歓会会費収入 300,000. 0. 300,000.
　事業収入 7,010,000. 4,447,000. 2,563,000.
 ・名簿作成収入 0. 58,000. -58,000.
 ・全国総会収入 1,500,000. 1,590,000. -90,000.
 ・広告料収入【校友会だより分】 4,000,000. 2,580,000. 1,420,000.
 ・新年交歓会収入 300,000. 0. 300,000.
 ・その他の事業収入 1,100,000. 0. 1,100,000.
 ・CD販売収入 10,000. 6,000. 4,000.
 ・資格取得サービス収入 100,000. 213,000. -113,000.
 ・校友倶楽部収入 0. 0. 0.
　寄付金収入 0. 0. 0.
　雑収入 0. 457,377. -457,377.
　・受取利息 0. 679. -679.
　・雑収入 0. 456,698. -456,698.
　・駅伝寄付金収入 0. 0. 0.
　事業活動収入計 89,390,000. 84,968,675. 4,421,325.

【事業活動支出】
　事業費支出 143,730,000. 117,678,498. 26,051,502.
　・全国総会懇親会支出 16,000,000. 9,263,217. 6,736,783.
　・支部協力助成金支出 12,050,000. 7,424,509. 4,625,491.
　・会誌発行費支出 3,300,000. 2,827,000. 473,000.
　・名簿支出 850,000. 1,368,546. -518,546.
　・教育事業後援支出 84,150,000. 83,845,623. 304,377.
　・校友倶楽部支出 3,800,000. 949,528. 2,850,472.
　・代理徴収返還金支出 480,000. 280,000. 200,000.
　・その他の事業支出 23,100,000. 11,720,075. 11,379,925.
　管理費支出 23,590,000. 22,111,254. 1,478,746.
　・会務運営費支出 19,490,000. 19,907,937. -417,937.
　・会議会合費支出 4,100,000. 2,203,317. 1,896,683.
　・管理費内予備費支出 0. 0. 0.
　事業活動支出計 167,320,000. 139,789,752. 27,530,248.
　事業活動収支差額 -77,930,000. -54,821,077. -23,108,923.

　《投資活動収支の部》
【投資活動収入】
　・基本財産取崩収入 77,930,000. 80,004,840. -2,074,840.
 ・保証金・敷金回収収入 0. 0. 0.
投資活動収入計 77,930,000. 80,004,840. -2,074,840.

【投資活動支出】
 ・基本財産組入支出 0. 17,056,853. -17,056,853.
 ・什器備品取得支出 0. 8,126,910. -8,126,910.
　投資活動支出計 0. 25,183,763. -25,183,763.
　投資活動収支差額 77,930,000. 54,821,077. 23,108,923.

　《財務活動収支の部》
【財務活動収入】
　　財務活動収入計 0. 0. 0.

【財務活動支出】
　　財務活動支出計 0. 0. 0.
　　財務活動収支差額 0. 0. 0.

当期収支差額 0. 0. 0.
前期繰越収支差額 94,671,874. 94,671,874. 0.
次期繰越収支差額 94,671,874. 94,671,874. 0.

2022 年度　正味財産増減計算書
（2022年4月1日～2023年3月31日）

（単位：円）

科　　　目 中科目 大科目
一般正味財産増減の部
１、経常増減の部
 （1）経常収益
基本財産運用益 1,298.
　基本財産利息収益 1,298.
会費収益 80,063,000.
　正会員会費収益 78,120,000.
　臨時会費収益 1,943,000.
事業収益 4,447,000.
　名簿作成収益 58,000.
　全国総会収益 1,590,000.
　校友会だより広告料 2,580,000.
　新年交歓会収益 0.
　その他の事業収益 0.
　CD販売収益 6,000.
　資格取得サービス 213,000.
　校友倶楽部収益 0.
受取寄付金 0.
雑収益 457,377.
　受取利息 679.
　雑収益 456,698.
　駅伝寄付金 0.
経常収益計 84,968,675.
 （2）経常費用
事業費 117,678,498.
　全国総会懇親会費用 9,263,217.
　支部協力助成金 7,424,509.
　会誌発行費 2,827,000.
　名簿費 1,368,546.
　教育事業後援費 83,845,623.
　校友倶楽部費用 949,528.
　代理徴収返還金 280,000.
　その他の事業費 11,720,075.
管理費 26,458,748.
　会務運営費 19,907,937.
　会議会合費 2,203,317.
　減価償却費 428,675.
　固定資産除却損 3,918,819.
経常費用合計 　 144,137,246.
当期経常増減額 -59,168,571.
２、経常外増減の部
 （1）経常外収益 0.
 （2）経常外費用 0.
当期経常外増減額 0.
　当期一般正味財産増減額 -59,168,571.
　一般正味財産期首残高 256,643,708.
　一般正味財産期末残高 197,475,137.
指定正味財産増減の部
　当期指定正味財産増減額 0.
　指定正味財産期首残高 0.
　指定正味財産期末残高 0.
正味財産期末残高 197,475,137.

【第 2号議案】2022 年度会計報告
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2022 年度　貸借対照表
（2023年3月31日）

（単位：円）
科　　　目 小科目 中科目 大科目

Ⅰ資産の部
　1. 流動資産
　　（1）現金預金 94,805,504.
　　（2）前払金 25,300.
　　流動資産合計 94,830,804.
　2. 固定資産
　　（1）基本財産
　　　　預金 93,105,028.
　　（2）その他の固定資産
　　　　什器備品 7,698,235.
　　　　その他固定資産 2,000,000.
　　固定資産合計 102,803,263.
　　資産合計 197,634,067.
Ⅱ負債の部
　1. 流動負債
　　（1）未払金 70,000.
　　（2）預り金 88,930.
　　流動負債合計 158,930.
　2. 固定負債
　　固定負債合計
　　負債合計 158,930.
Ⅲ正味財産の部
　指定正味財産 0.
　（うち基本財産への充当額） 0.
　（うち特定資産への充当額） 0.
　一般正味財産 197,475,137.
　（うち基本財産への充当額） -93,105,028.
　（うち特定資産への充当額） 0.
　正味財産合計 197,475,137.
　負債および正味財産合計 197,634,067.

2022 年度　財産目録
（2023年3月31日）

（単位：円）
科　　　目 小科目 中科目 大科目

Ⅰ資産の部
　1. 流動資産
 （1）現金預金 94,805,504.
　　①現金・手許現金 199,732.
　　②普通預金 93,118,531.
　　　みずほ銀行浜松町支店 3263282 66,900,018.
　　　みずほ銀行芝支店 2773065 1,866,801.
　　　三菱UFJ銀行田町支店1730535（会費口） 61,008.
　　　三菱UFJ銀行田町支店2113947（一般口） 3,522,166.
　　　三菱UFJ銀行田町支店1683324（総会口） 19,693,741.
　　　三菱UFJ銀行田町支店0641719（寄付口） 1,074,797.
　　③郵便（通常）貯金 1,487,241.
　　　郵便振替 1,487,241.
 （2）前払金　住民税前払分 25,300.
　　　流動資産合計 94,830,804.
　2. 固定資産
 （1）基本財産 93,105,028.
　　①基本財産（預金・国債） 93,105,028.
　　　みずほ銀行芝支店 6745422 定期預金 20,126,461.
　　　みずほ銀行浜松町支店 3263282 普通預金 17,055,555.
　　　三井住友銀行三田通支店 7891818 普通預金 1,016,360.
　　　三井住友銀行三田通支店 00013675 定期預金 10,113,373.
　　　三菱UFJ 銀行三田支店 3571619 普通預金 24,551,644.
　　　三菱UFJ 銀行三田支店 3571619 定期預金 10,113,373.
　　　三菱UFJ 銀行田町支店 2044987 定期預金 10,128,262.
 （2）その他の固定資産 9,698,235.
　　①その他固定資産 9,698,235.
　　　什器備品 7,698,235.
　　　投資有価証券（エスアイテック株式 40 株） 2,000,000.
　　　固定資産合計 102,803,263.
　　　資産合計 197,634,067.
Ⅱ負債の部
　1. 流動負債
 （1）未払金..法人住民税 70,000.
 （2）給料・報酬源泉所得税他 88,930.
　　　流動負債合計 158,930.
　　　固定負債合計 0
　　　負債合計 158,930.
　　　正味財産合計 197,475,137.

【第 3号議案】2022 年度　監査報告

2022 年度　監査報告
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【第 4号議案】2023 年度事業計画（案）

2023 年度　事業計画（案）

1．全国総会・懇親会の開催
　　　全国総会：6月 10日（土）開催
　　　全国総会懇親会：開催
2．.本部と支部との連携強化と支部への多面的支援
を図る。

　　①　支部連絡会の開催
　　②　幹事会の開催
　　③　.大学のグローバル化に対応し海外支部によ

る留学生、インターンシップの斡旋等を支
援する

　　④　各支部への助成及び新支部旗作成
　　⑤　支部功労者の表彰
　　⑥　海外支部活動の活性化
3．.「経営者懇談会」開催による芝浦工業大学校友会
の強化を図る

4．健全な財務を育成する為の策定推進を図る。
5．.各委員会を充実し、機能の拡大及び積極的活動
の強化を図る

6．.若手会員及び女性会員の加入推進による組織の
活性化

7．.顧問相談役会との連携を推進する
8．.公募制推薦入学者選抜（女子）奨学金支援を行う
9．博士（後期）課程女子奨学金支援を行う
10．母校及び在学生に対して支援活動を図る
　　①　校友による実学サロンの開催
　　②　新入生及び卒業生への記念品贈呈
　　③　箱根駅伝出場に向けての支援
　　④　学生団体への資金協力
　　⑤　その他の大学行事への支援
　　⑥　.在学生のための就職支援強化（在校生就職

支援員会）
　　⑦　.卒業生企業役員による在校生への面接指導

などの支援
11．新幹事と新常任幹事の発掘
12．校友会と後援会の連携強化を図る。
　　①　父母懇談会への参加協力
　　②　後援会との交流
13．収益事業の促進
　　①　資格習得講座への紹介業務の運営
　　②　新規収益事業の開拓

【第 5号議案】2023 年度予算計画（案）

2023 年度　収支予算書（案）
（2023年4月1日～2024年3月31日）

（単位：円）
科　　　目 2023予算額 2022決算額 増　減

　《事業活動収支の部》
【事業活動収入】
　基本財産運用収入 0. 1,298. -1,298.
 ・基本財産利息収入 0. 1,298. -1,298.
　会費収入 79,940,000. 80,063,000. -123,000.
 ・正会員会費収入 75,640,000. 78,120,000. -2,480,000.
 　　終身会費収入ａ 0. 0. 0.
 　　終身会費収入 b 75,640,000. 78,120,000. -2,480,000.
 　　年会費収入 0. 0. 0.
 ・臨時会費収入 4,300,000. 1,943,000. 2,357,000.
 　　全国総会会費収入 4,000,000. 1,943,000. 2,057,000.
 　　新年交歓会会費収入 300,000. 0. 300,000.
　事業収入 6,400,000. 4,447,000. 1,953,000.
 ・名簿作成収入 0. 58,000. -58,000.
 ・全国総会収入 1,580,000. 1,590,000. -10,000.
 ・広告料収入【校友会だより分】 3,000,000. 2,580,000. 420,000.
 ・新年交歓会収入 300,000. 0. 300,000.
 ・その他の事業収入 1,400,000. 0. 1,400,000.
 ・CD販売収入 10,000. 6,000. 4,000.
 ・資格取得サービス収入 110,000. 213,000. -103,000.
 ・校友倶楽部収入 0. 0. 0.
　寄付金収入 0. 0. 0.
　雑収入 0. 457,377. -457,377.
 ・受取利息 0. 679. -679.
 ・雑収入 0. 456,698. -456,698.
 ・駅伝寄付金収入 0. 0. 0.
　事業活動収入計 86,340,000. 84,968,675. 1,371,325.

【事業活動支出】
　事業費支出 63,280,000. 117,678,498. -54,398,498.
 ・全国総会懇親会支出 16,050,000. 9,263,217. 6,786,783.
 ・支部協力助成金支出 12,050,000. 7,424,509. 4,625,491.
 ・会誌発行費支出 2,800,000. 2,827,000. -27,000.
 ・名簿支出 850,000. 1,368,546. -518,546.
 ・教育事業後援支出 25,700,000. 83,845,623. -58,145,623.
 ・校友倶楽部支出 0. 949,528. -949,528.
 ・代理徴収返還金支出 480,000. 280,000. 200,000.
 ・その他の事業支出 5,350,000. 11,720,075. -6,370,075.
　管理費支出 21,700,000. 22,111,254. -411,254.
 ・会務運営費支出 18,950,000. 19,907,937. -957,937.
 ・会議会合費支出 2,750,000. 2,203,317. 546,683.
　事業活動支出計 84,980,000. 139,789,752. -54,809,752.
　事業活動収支差額 1,360,000. -54,821,077. 56,181,077.

　《投資活動収支の部》
【投資活動収入】
 ・基本財産取崩収入 0. 80,004,840. -80,004,840.
　投資活動収入計 0. 80,004,840. -80,004,840.

【投資活動支出】
 ・基本財産組入支出 1,360,000. 17,056,853. -15,696,853.
 ・什器備品取得支出 0. 8,126,910. -8,126,910.
　投資活動支出計 0. 25,183,763. -25,183,763.
　投資活動収支差額 0. 54,821,077. -54,821,077.

　《財務活動収支の部》
【財務活動収入】
　　財務活動収入計 0. 0. 0.

【財務活動支出】
　　財務活動支出計 0. 0. 0.
　　財務活動収支差額 0. 0. 0.

当期収支差額 0. 0. 0.
前期繰越収支差額 94,671,874. 94,671,874. 0.
次期繰越収支差額 94,671,874. 94,671,874. 0.
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氏　名 卒業年・学科 支部名 功　　　　　　績

1
梅元　千代志

S17.12.15
（80 歳）

昭和41年�
二部電気工学科

二部ワンダー
フォーゲル部
ＯＢ会支部

　梅元さんは、長年に渡り二部ワンダーフォーゲル部OB会会長
として、会員相互の交流や、現役部員との橋渡し役として尽力さ
れました。
　二部学部は無くなり、現役学生との交流は無くなってしまいま
したが、OB会として豊洲校舎建設、高杖セミナーハウス建設へ
の寄付を通じ、「二部ワンダーフォーゲル部」の名前が記念碑に
残る様、活躍をされました。
　これまでの芝浦工業大学、芝浦工業大学校友会への貢献を鑑
み、推薦致します。

2
濱田　英晴
S19.4.10
（79 歳）

昭和45年
機械工学科

福島支部

　福島支部は、平成8年に設立され、濱田様には3代目の支部長と
して、平成23年から4年間、務めて頂きました。設立からは16年
目ですが、意識レベルにおいて、この頃から徐々に福島支部が生
まれ変わっていきました。
　この年は、東北大震災もあり、濱田支部長は会員の安否を気遣
い、また、会費の免除を検討するなど、「絆を大切にした暖かな
心遣い」をして頂きました。気苦労も絶えなかったと思います。
　また、いかにして会員を増やすかの検討を行い、福島県内に住
む卒業生数百名に支部の案内状を送ることを計画するなど、現在
の支部の基礎を築いていただきました。

3
米澤　　稔

S21.2.6
（77 歳）

昭和44年
建築学科

北海道支部

　米澤さんは北海道支部の幹事、副支部長、支部長として23年に
渡り支部活動にご協力頂きました。
ご自身が経営される会社の会議室も支部活動の場所として、ご提
供頂きました。
　支部長として的確な判断で活動の継続に尽力して頂きました。
　このように校友会活動に大きく貢献して頂きましたので推薦致
します。

4
森田　和雄
S23.12.17
（74 歳）

昭和47年
機械工学第二学
科

弓道部
ＯＢ会支部

　弓道部設立当初の四期生として、また四年生の際は主将として
後輩の指導を率先して行うなど、草創期の弓道部を支えてきまし
た。
　卒業後は弓道部OB会長を15年勤め卒業生を纏めると共に自身
も弓道の道を究める為日々鍛錬し、錬士五段を取得しました。
　現役に対しても春・夏合宿等での指導にあたると共に、毎年開
催される弓道部現役・OB懇親射会・懇親会等を開催し親交を深
めて参りました。
　また、大宮キャンパス弓道場建設に際しては弓道部OB・OGの
意見を取り纏め建設資金の一部を寄附させて頂いたことも付け加
えておきます。

5
橋本　　博

S25.2.4
（73 歳）

昭和47年
建築工学科

徳島支部

　徳島支部の事務局長として新規会員の獲得、親交を深める会の
リーダーとして活躍していただきました。
　県内の建築業界のリーダーとしても活躍、芝浦の後輩への指導
にも尽力をいただいております。
　この功績を令和5年度校友会功労者としてふさわしく、推薦さ
せていただきます。

6
鈴木　和幸
S27.4.28
（71 歳）

昭和50年
土木工学科

静岡県
同窓会支部

　鈴木氏は4期8年に渡り、支部長としてリーダーシップを発揮
し、発展に尽くしていただきました。昨年はコロナ下で開催の判
断が難しい状況でしたが、沈静化した10月に総会・懇親会の開催
日を変更し、盛大に開催するなど、適切な判断で静岡県同窓会を
導いていただきました。
　芝浦工業大学主催のロボットセミナーでも静岡県教育委員長に
要請し、静岡県立科学技術高校のご協力いただくことができまし
た。ロボットセミナーでも積極的に参加し、セミナーの成功に寄
与しました。

2022 年度　校友会功労者表彰
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氏　　名 功　　　　　　績

安田　勝一
（体育会

アメリカンフットボール）

　安田勝一氏は、2018 年度より本学アメリカンフットボール部の監督を務めて頂いており
ます。競技の特性上、多くのコーチ・スタッフを必要としているため、チームスタッフを
まとめる役目も担って頂いています。安田氏のご尽力により、コロナ禍にも関わらず、こ
こ数年で部は強化され、2022 年度の公式戦では、創部以来最高の成績を収めることができ
ました。そのため、安田氏は功労賞に値すると判断し推薦致します。以下、具体的な内容
を記します。
・�コロナの影響も残る中、オンラインでのMTGを中心に学生達の指導を実施。何回か発
生した活動停止の中でも学生を鼓舞し学生達のモチベーションを維持した。

・�新型コロナ陽性者発生による諸対応を指揮し、大学への報告等円滑に行った。
・�外部コーチが多くいる中 ( 約 16 名 )、定期的にオンラインでのMTGを開催し、チーム
状況の共有や活動方針について話合い、コーチ間のコミュニケーションを円滑にするこ
とでチーム力を高めた。

・�学生スタッフ ( 主務、トレーナー、マネージャー等 ) と定期的なMTGを開催し、各種検
討事項の進捗確認や現場での課題解決等を実施。モチベーションが下がりがちな学生ス
タッフ達のモチベーション向上に寄与した。

・�OBOG会でのオンラインMTGに参加し、学生達の状況や要望を伝え、学生達への支援
が途切れないよう働きかけた。

井上　正教
（体育会

男子バスケットボール部）

　2022 年 8月、夏季関東理工系大学大会（リーグ戦）において、参加 21校（うち棄権 1校）中、
1部 2位となった。個人成績としては、持齋遼真（スティール 3位、アシスト 3位、リバ
ウンド 2位）、井上瑞月（リバウンド 1位）および上田直樹（得点 1位）が表彰を受けた。
　9月〜10月、第98回関東大学リーグ戦において、5部1次リーグでGブロック2位となり、
2次トーナメントでは 5部 3位となり、年間の目標であった 4部昇格を果たした。
　12 月には秋季関東理工系大学大会（トーナメント）において、参加 18 校中、優勝した。
個人成績としては、水沼礼成（スティール 1位、アシスト 2位）、上田直樹（得点 1位、3
ポイント 3位）および佐々木悠太（得点 2位）が表彰を受けた。
　2022 年に主将を務めた 3年生の持齋遼真を中心として 4部昇格という目標を達成し、2
年生の水沼礼成、井上瑞月および上田直樹らが実力を発揮するかたちでチームを引き継ぎ、
佐々木悠太をはじめとする 1年生の層も厚い。井上正教監督は、どの学年にも温かく、時
には厳しく声をかけ、OBとしてチームを見守りつつ叱咤激励してくださっている。ご高
齢であり移動にご不便があるにもかかわらず、関東地方の大学を縦横無尽に訪れ、『SLAM�
DUNK』における安西先生のような存在となっている。ご引退を考えておられたが、4部
に昇格した本学のチームと「もう少し闘いたい」とのことで、2023 年秋までの続投を決め
てくださった。このような事由に基づき、受賞対象者として申請する。

2022 年度　課外活動指導者　功労賞

団　体　名 顧　問 功　　　　　　績

アメリカンフットボール 松原　良太 ①�関東学生アメリカンフットボール連盟2部Aブロック4位（3勝2敗、
二次上位リーグ進出）

サッカー部 石﨑　聡之 ①�東京都大学サッカー連盟 3部準優勝（12 勝 1分 2敗、勝ち点 37）

男子バスケットボール部 本田　まり
①�関東大学バスケットボールリーグ 5部 3位（4部昇格）　
②�関東理工系大学バスケットボール大会（秋季トーナメント）優勝
③�関東理工系大学バスケットボール大会（夏季リーグ戦）1部準優勝

2022 年度　母校文化会体育強化育成事業 
奨励支援金対象団体（課外活動奨励金・表彰）
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Ｏ
Ｇ
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Ｂ
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2023年度

芝浦工業大学校友会懇親会 支部賛助一覧
本総会にあたり下記支部より賛助頂きました
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校友会　支部及び支部長一覧 2023年 4月 11日現在

支部名 支　部　長
氏　名 卒年・学科

北 海 道 小 川 博 司 S45・工業経営学科

青 森 木 村 喜 有 S44・土木工学科

岩 手 遠 藤 龍 一 S50・建築工学科

秋 田 池 田 広 志 S55・建築工学科

宮 城 杉 﨑 年 英 S48・土木工学科

山 形 川 越　　 進 S46・土木工学科

福 島 樋 口 正 人 S53・電気工学科

栃 木 池 田　　 猛 S48・土木工学科

茨 城 増 山　　 栄 S47・建築学科

群 馬 山 口 幸 治 S61・建築工学科

埼 玉 吉　池　富士夫 S51・金属工学科

千 葉 県 金 井 昭 三 S41・機械工学第二学科

東京総支部 谷 川　　 潮 S45・機械工学第二学科

多 摩 中 根 眞 行 S55・工業経営学科

神 奈 川 長 井 義 明 S47・建築学科

新 潟 臼 井 静 男 S48・土木工学科

長 野 北 村 武 彦 S45・建築学科

山 梨 渡 辺 一 郎 S46・建築工学科

富 山 福 井 幸 博 H23・地域環境システム専攻

石 川 多 田 哲 則 S54・建築学科

福 井 永 井 弘 明 S53・建築学科

岐 阜 平 井 良 樹 S57・工業経営学科

静岡県同窓会 狩 野 行 宏 S55・工業経営学科

愛 知 野 村 憲 司 S58・金属工学科

支部名 支　部　長
氏　名 卒年・学科

三 重 谷　水　佐久也 S50・電子工学科

関 西 松 岡 英 治 S54・建築学科

鳥 取 富 本 哲 郎 S40・電気工学科

岡 山 沖 本 光 昭 S45・通信工学科

島 根 浅 野 正 教 S45・建築学科

広 島 川 本 勝 一 S49・建築学科

山 口 福 田 隆 行 S50・土木工学科

香 川 田 岡 哲 也 S57・金属工学科

徳 島 佐 藤 幸 好 S50・建築工学科

愛 媛 児 山　　 均 S49・機械工学第二学科

高 知 山 本 茂 和 S51・通信工学科

大 分 平 井 寛 行 S52・通信工学科

福 岡 角　　 敬 之 S45・工業化学科

宮 崎 長 池 正 恕 S50・電子工学科

熊 本 永 田 昻 生 S42・土木工学科

佐 賀 山 田 清 人 S48・通信工学科

長 崎 藤 本 博 文 S61・工業化学科

鹿 児 島 小 薗 定 夫 S48・建築工学科

沖 縄 仲 西　　 聰 S56・土木工学科

韓 国 金　　 範 得 S19・土木工学科

台 湾 陳　　 祈 龍 H5・通信工学科

タ イ 王 国 野 本 利 迪 H2・建築工学専攻

上 海 照 沼 昌 弘 S61・金属工学科

シンガポール 長 尾　　 剛 S61・建築工学科
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校友会　支部及び支部長一覧 2023年 4月 11日現在

支部名 支　部　長
氏　名 卒年・学科

MOT 同窓会 西 河 洋 一 H21・工学マネジメント専攻

機械工学科同窓会 髙 木 光 一 S48・機械工学科

よ ろ く 会 小 寺 貴 士 S46・通信工学科

芝 友 会 中 村 信 夫 S43・電気工学科

緑 会 井 家 良 明 S35・建築学科

英 交 会 篠 原 俊 正 S54・金属工学科

黒 潮 会 岡 野 浩 一 S58・建築学科

二 部 ワ ン ダ ー.
フォーゲル部OB会 伊 藤 孝 夫 S51・二部機械工学科

錬 心 会 飯 島 敏 春 S54・機械工学科

柔道部OB会 間中　豊（支部長代行） S62・建築学科

ギター部OB会 神 野 兼 次 S49・建築工学科

芝浦技術士会 片 桐 勝 広 H2・二部電気工学科

硬式野球部OB会 長 野 庸 平 H16・材料工学科

TBT（ 鳥 人 間 ）
OB・OG 同 好 会 安 保 知 佳 H27・通信工学科

ハンドボール部OB会 井 出 恵 尉 S47・工業経営学科

ソフトテニス部OB会 大木　茂（支部長代行） S50・二部電気工学科

ヨット部OB会 菊池邦仁（支部長代行） S60・金属工学科

スキー部OB会 小 川 博 司 S45・工業経営学科

熱流体力学研究会 富 山 博 明 S57・機械工学科

ラグビー部OB会 山 田 豊 人 S54・電気工学科

サッカー部OB会 福 井 武 和 H23・機械工学専攻

弓道部OB会 長 嶺 玉 雄 S48・土木工学科

アメリカンフット
ボール部 OBOG 会 髙 橋 和 基 H26・機械工学科

芝浦建築会 功 刀　　 強 S51・建築学科

支部名 支　部　長
氏　名 卒年・学科

奥村組芝浦会 坂 地 世 紀 H8・ 建 築 学 科

神奈川県庁 村 田　　 淳 H15・土木工学科

川崎市役所 篠 田　　 剛 H1・機械工学科

関電工芝浦会 藤 井 和 彦 S61・土木工学科

京 三 岩 倉 哲 史 S58・通信工学科

熊谷組芝浦会 宮 澤　　 守 H3・ 建 築 学 科

五洋建設芝浦会 柳 沢 純 一 S62・建築工学科

三 芝 会 土 居 和 雅 H5・ 建 築 学 科

鹿 芝 会 増 田 孝 弘 S63・建築工学科

清水建設芝浦会 鈴 木　　 暁 H9・建設工学専攻

住 芝 会 鈴 木 一 巳 H1・電気工学科

大成芝浦会 石久保　　　猛 H7・ 建 築 学 科

ダ イ ダ ン 関 口 秀 行 S63・建築工学科

大日本土木 長谷川　勝　己 S56・土木工学科

高砂熱学工業 竹 内 祥 貴 S55・電気工学科

竹 中 芝 浦 会 髙 野 直 人 S62・建築学科

戸田建設芝浦会 古 越　　 仁 S55・電気工学科

日比谷芝浦会 岡 本 正 仁 S45・建築学科

フジタ芝浦会 重 冨 正 昭 S61・建築学科

不動産建設芝浦会 清 水 修 司 S44・建築学科

前田芝浦会 黒 岩 貴 志 S60・土木工学科

安藤建設芝浦会 不在

大林グループ芝浦会 不在

飛島建設芝浦会 不在
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2023 年度　全国総会・懇親会　実行委員会委員リスト
2023 年 6 月 10 日現在

実行委員の皆様には、本日の全国総会・懇親会を開催するにあたり、
4ヶ月間ご協力頂きました。心より感謝申し上げます。

実行委員長：小川　博司
赤井　和憲
赤坂　邦雄
浅田　和浩
淺野　昌宏
浅見　　勝
新井　　剛
新井　憲法
有泉　智貴
安藤　吉伸
飯島　敏春
猪坂　　哲
石橋　恒夫
石原　　融
石山　英行
居初　祐樹
板垣　真人
市岡　　真
市川　　拓
井上　秀人
今井　理裕
伊代田岳史
岩本　行雄
植松　恵一
内田　武男
枝広　英俊
大木　　茂
大久保　毅
鴻　　義久
岡野　浩一

岡本　泰明
岡本　嘉行
小川　達生
小川　博司
奥田耕一郎
小貫　　諭
小野瀬　等
角野　和明
柏本　　保
加藤善次郎
金井　昭三
釜井　重一
苅谷　義治
川合　　誠
川口　英樹
川西　和昭
神林　貞幸
北村　宣章
清瀬　隆治
鯨井　　武
國北　圭二
雲然　國幸
倉科　嘉仁
郡司　卓臣
毛部川直文
小平和一朗
後藤　良博
小宮山由起江
西郷　一夫

斎藤　教男
齋藤　秀達
榊原　周造
坂地　世紀
作山　　康
佐々木克則
佐藤みなみ
佐藤　幸好
佐野　茂彰
篠原　俊正
清水　貴之
神野　兼次
進木　正博
筋野　豊司
鈴木　　泉
鈴木　　洋
住友　正樹
関根　　良
胎中　和広
大丸　征史
髙木　光一
滝下　　勇
田口　継道
田口　智大
多田　浩敏
橘　　昱弘
田中　武志
田中　直彦
谷 川　 潮

田村　　稔
千葉　信吾
辻村　　建
鶴　浩一郎
冨永　和男
富山　博明
長井　義明
長江　孝雄
中島　　毅
中根　眞行
長野　庸平
長嶺　玉雄
西　　正次
西河　洋一
野村　憲司
野元　明俊
白田　知之
橋本　雅夫
長谷川健嗣
長谷川浩志
畠山　佳代
林田　和雄
樋口　正人
平井　寛行
平井　良樹
福井　浩二
福井　幸博
福田　栄寿
藤井　文雄

藤田　利行
藤原　浩章
文倉　辰夫
本多　行雄
本間　哲哉
前野　和博
増田　純一
増田　隆行
増山　　栄
三好　達朗
村島　充裕
本村　雅洋
百瀬　和浩
森川　　理
森本　　静
野 城 . 正 人
安田　俊司
山田サトシ
山田　豊人
吉池富士夫
吉川　伸也
依田　幸秀
米澤　　稔
米山　則之
渡辺　一郎
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　こ
こ
に
あ
り

　
　正
々
堂
々

　た
た
か
わ
ん

　

　
　最
後
に
取
る
は

　勝
利
な
り

　
　芝
浦

　芝
浦

　芝
浦

二
、
錬
磨
の
日
々
ぞ

　涙
あ
り

　
　聞
け
よ
王
者
の

　お
た
け
び
を

　

　
　芝
浦
健
児

　こ
こ
に
あ
り

　
　正
々
堂
々

　た
た
か
わ
ん

　
　必
ず
と
る
は

　勝
利
な
り

　
　芝
浦

　芝
浦

　芝
浦

　

旧

　
　
校

　
　
歌

須
川
政
太
郎

作
曲

有
元

　史
朗

作
詞

●
荒
波
浴
び
る

第
一
応
援
歌

第
二
応
援
歌
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